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学習サポート 

５年生の家庭科「ミシン」の

学習が、保護者や地域のボラン

ティアのご協力をいただいて行

われました。２学期にも「手縫

い」の実習で学習サポートして

いただき、３学期も安全にミシ

ンを使えるよう、丁寧に教えて

いただきました。 

 
 参加したボランティアの方か

らは、パソコンや拡大機器を使

用して、実際の工程をわかりや

すく説明する先生方の授業に、

感心の声が上がっていました。 

 
 ミシンの基礎を学んだ子ども

たちは、お互いに教えあいなが

ら、エプロンを縫いました。 

 色や柄もさまざまなものから

自分で選び、自分で縫ったエプ

ロンは、世界に一枚だけのオリ

ジナルです。大切に、長く使っ

てほしいですね。ボランティア

の皆さん、ありがとうございま

した。 

 

学校運営協議会 

 今年度からスタートしたコミ

ュニティ・スクール、第３回学

校運営協議会が２月２７日月曜

日に、本校を会場に開催されま

した。 

まず、授業の様子を見学し、

その後、第１回、第２回の学校

運営協議会の内容を受けて、来

年度の活動内容や部活動の地域

移行について意見交換がおこな

われました。 

３校が一緒に活動するものと

して、あいさつ運動、ボランテ

ィア活動、防災活動が提案さ

れ、現在行われている活動をい

かして参加者を増やすなど、具

体的な実施について様々な意見

が出されました。 

防災活動では放課後の避難場

所を小学生と中学生が一緒に確

認する、備蓄倉庫の物品入れか

えに合わせて試食会を行うな

ど、より具体的な活動が意識さ

れました。 

様々な立場の方が集まるから

こそ、多角的な視点で考えられ

る学校運営協議会の良さを実感

しました。 

令和 5年度からの 3年間で

部活動を学校部活から地域クラ

ブへ、地域移行するという文部

科学省の方針も説明されまし

た。指導者の確保や安全な活動

場所、活動場所までの移動手

段、金銭的な支援など課題も多

く、地域によって環境も異なる

ことから、課題解決には時間が

かかるでしょう。しかし、今ま

でにないスポーツや文化活動に

参加できる可能性もあり、メリ

ットもあるといえそうです。 

感謝をこめて 

山口小学校にはたくさんの

応援団がいます。登下校時の見

守りや、本の読み聞かせ活動、

放課後のふれあい教室の講師、

学習活動、行事のサポートなど

ボランティア活動にはたくさ

んの方にご参加頂いています。 

 
令和元年度までは、お世話に

なった地域の方を、６年生によ

る感謝のつどいにお招きして

いました。しかし、新型コロナ

ウィルス感染症の拡大により、

人が集まる行事は見合わせる

ことになり、感謝のつどいを開

催できないまま３年目となり

ました。 

それでも感謝の気持ちを届

けたいと考えた６年生は、令和

２年度からは感謝状や小物を 

手作りして、お世話になった皆

さんにお届けしています。 

 
今年もボランティア活動に

ご協力いただいた皆さん、あり

がとうございました。 


